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文化遺産の現状と課題―韓国・慶州―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金鎬詳（（財）新羅文化遺産調査団専任研究員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通訳：成美娜（司法通訳人）
　
　ご紹介に預かりました金鎬詳と申します。今朝はホ
テルで納豆を食べました。納豆と昆布茶を初めて口に
したときには、私はあんまりおいしいとは感じません
でした。ですが、旅を重ねるにつれ、日本の伝統ある
食べ物であるということから魅力を感じ、最初に味わっ
たときを思い出して感極まりながら食べることができ
ました。
　今日は日本、中国、韓国のシンポジウムの内容すべ
てを理解することはできないとは思いますが、お互い
に協力しながら文化遺産を保存するのであれば、輝いて
いた東アジアの  つの国の文化を再現できるであろうと思います。簡単に歴史都市慶州の文化財保
存の成果、そして問題点を検討しながら、急激に消えつつある韓国農村の生産遺跡を紹介したいと思
います。
古都慶州の文化財保護
　今ごらんになっている写真は慶州を衛星撮影した写真です（写真 ）。慶州は標高 0 メートルの
盆地をなす、韓国の代表的な歴史の町です。新羅は慶州を中心にして紀元前 7 年から  年まで
の  年という歴史を持ち、ローマ帝国を除くほかに類を見ない長い歴史を持つ国です。ソク、ボク、
キムという  つの集団から輩出された 6 名の王によって導かれ、この中には  人の女王がいました。
　新羅の首都である慶州は、中国は唐の国の長安城をモデルにして、日本の奈良のように碁盤のよ
うな 60 個の方形の形を持つ格子型都市構造をなしており、発掘調査により  つの方形の大きさは
60 平方メートルであるということがわかりました。8 世紀から  世紀の全盛期において都市全体
が炭でご飯を炊き、金で家屋を飾ることを禁止する法令が下されたことを見ても、どれほど華麗な都
市であったのかがよくわかります。　
　このような古代東アジアの代表都市である慶州に対
し、さらに 000 年が過ぎた今日の文化財保存の成果
と問題点を検討すると次の通りです。写真は慶州の競
馬場の予定敷地の写真です（写真 ）。慶州の地域に
建設が予定されていた慶州競馬場の約 0 万坪の敷地
において、先史時代から近世に至るまでの大規模な瓦
窯や須恵器窯を初めとする多様な遺跡が確認され、全
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写真１：慶州（衛星写真）
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国民による慶州競馬場建設反対運動が功を奏し、史跡第
0 号に指定され、保存されることになりました。
　また、慶州の都心を通り抜く鉄道の路線を利用して全
北高速鉄道を建設する計画がなされたのですが、慶州市
民を初めとする文化財機関によって、慶州市外郭地へと
路線変更を貫徹した結果、その後新羅都核心地区に設置
された現在の都心が外郭地の新都市に移転されることに
なると、都の復元がより容易になされると判断されます。
　近年、「古都保全法」が立案され、慶州都市内において、
民家移転により大規模な古墳群の原型を取り戻すことが
できました。この古墳群は考古学的な調査結果によると、紀元前 0 年から 0 年までの約 00 年間、
慶州地域でのみ確認される積石木槨墓の構造をなしており出土遺物は金や銀の製品などが多く発見さ
れ、新羅は黄金の国と呼ばれました。古墳群の原型修復、復元がなされるのであれば、新羅人の暮らし、
そして財政感覚が垣間見える野外展示館の役割を果たし、文化財保存の成果であるとみなされます。
　慶州地域においては原子力発電所があり、近年において放射性廃棄物処理場が建設されつつありま
す。史跡全域 80 万坪に対する調査を私が担当しております。国家において放射性廃棄物処理場が建
設される地域では、多くの支援施設が構築されることにより、慶州の市民はそれに賛成したのですが、
放射性廃棄物や原子力発電所の事故が起きた場合、文化財に対する被害対策はなく、歴史都市のイメー
ジが壊れるのではないかと予想しています。
　韓国においては十数年前から地方自治体が実施され、市長や団体長などが市民や地域住民によって
選出されます。そのため、市民の文化財保護法で規制されている地域に対する介助及び開発圧力に対
する働きかけが容易でなくなり、急速に遺跡が壊され、文化財景観などもその保全が難しくなってい
ます。歴史都市の市長や団体長は、国家による文化財に対する専門家を任命することが望ましいと思
われます。私は、歴史都市慶州の人間として多くの問題を痛感しています。慶州は慶州市民と韓国の
国民のみによって保護、保存され、恩恵を受けるべきではなく、東アジア、ひいては世界中が関心を
持ち、保存、保護されるのであれば、ユネスコにおける理念のように全人類がその恩恵を受けること
ができると思います。
消えつつある慶州の近代文化遺産
　以下、韓国社会で急速に消えつつある近代文化遺産に対して、簡略に紹介することにいたします。
柳宗悦の工芸論においては、産業技術の発達により質の高い製品が大量に生産、また安い値段で普及
され、だれしもが使用できることから文化の平等性を持つことができると表現されている反面、手作
業の時代においては、作り手が道具を利用し、製品をつくる時代であったのですが、産業化社会にお
いては機械が主体となり、人間が機械に付随する形であるとの矛盾が述べられました。
　産業技術と科学技術が急速にその姿を変えていく社会において、韓国において最も急速な変貌を見
せている部分は、農漁村の生産意識です。この写真は麻窯です（写真 ）。数千年間において人間の
体を保護してくれた代表的な織物の一つは麻ではないかと思います。麻の栽培、収穫、そして麻が完
成されるまでは相当の労力を必要としますが、労力に比べ、金銭的な価値が余りにも低いとの理由か
写真 2：慶州競馬場予定地
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ら麻は消えつつあります。数千年間において私たちの体を保護してくれた麻が、代替繊維の開発によ
りその姿を消しているのです。このような実情に対しては、今すぐにでも着々と保存を徹底しなけれ
ば、私たちの子孫は近代の文化遺産でさえも博物館において勉強せざるを得なくなり、民族固有の実
体験を忘れかねないのです。
　次は木炭窯です（写真 ）。第二世界大戦が起こる前、全世界のエネルギーの大半は木炭によるも
のでありました。しかし、今は電気、オイル、原子力などの代替エネルギーの開発により木炭は消え
つつあります。韓国においては、今、木炭窯は木炭の生産ではなく、チムジルバンという韓国式の伝
統サウナにおける役割を果たすものとして変わりつつあります。
　次は、須恵器窯、瓦窯ですが、現在では大規模な工場で作業がなされており、手作業による生産
などはほぼ見られなくなりました（写真 ）。私は、
 年、大学博物館の助教授であったときに、慶州
において瓦窯を調査する際に、ここにいらっしゃる吹
田市立博物館の藤原学先生を案内させていただいたこ
とがあります。そのときはまだ慶州においてはたくさ
んの昔ながらの窯があったことから、さほどそれが重
要であるとは感じませんでした。ですが、何年か過ぎ
た後にあれだけ多かった瓦窯はその姿を完全に消して
しまいました。当時の様子は現在、吹田市立博物館の
展示室のみにおいて見ることが可能であり、それに対
する記録が韓国には全く残っていないとのことは残念
でなりません。これをきっかけにして私はふだん、何
の関心を持たないどのようなものであれ、いつかは大
事な文化遺産になるとのことを、その姿が見られなく
なった後にしみじみと感じたのであります。
　私は  年前に亡くなった今村昌平監督の「楢山節考」
を見て、日本、中国、韓国は自然環境や風土によって
習慣が違っても、親孝行に対する概念は同じであると
感じました。きょう日本、中国、韓国の国際シンポジ
ウムにおいて発表された主題はおのおの異なりますが、
私たちの暮らしの大切さを喚起させてくれる文化遺産
の新の価値を広く知らせ、その保存に励むためのもの
であると思います。今日私が先生の皆様から学んだこ
とは、帰国をしてから行政にじかに反映されるように
努力してまいります。
　有益な言葉を述べる機会をくださった関西大学のな
にわ・大阪文化遺産学研究センターの髙橋先生を初め
とする先生の皆様方に感謝申し上げます。（拍手）
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